
 

 

≪社会環境の変化≫ 

 少子高齢化、核家族化、地縁的なつなが

りの希薄化、ライフスタイルの変化、価

値観の多様化、ひとり親家庭の増加など

家庭環境の複雑化 

 ⇒ 放任・過保護・過干渉・育児不全 

社会全体での家庭教育支援 

・直接的、間接的に保護

者との関わりを持って

いる。 

・すべての親を対象とす

るアプローチが可能で

ある 

なぜ、今、学校で家庭教育を支援するのか 

～保護者への「親育ち」支援～ 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

少子高齢化、核家族化、地域における地縁的なつながりの希薄化、ライフスタイル

の変化、価値観の多様化などにより、育児の不安、躾への自信喪失など家庭の教育力

の低下が指摘されており、社会全体での様々な角度からの家庭教育支援が求められて

います。 

保護者は、子どもを育てていく上での情報の多くを学校という場を通して得ていま

す。このことから、親や子どもに最も身近な存在である学校が家庭教育に果たす役割

は大きく、学校でなければできない保護者への働きかけについて、学校全体が共通の

認識を持って取り組むことが重要です。 

 

≪教育基本法の改正（平成 18年 12月）≫ 

 家庭教育の条文を新設 

 ・父母その他の保護者は子の教育について

第一義的責任を有する 

 ・国や地方公共団体は保護者に対して家庭

教育支援のために必要な措置を講ずるよ

う努める 



 

 

 学校が様々な機会をとらえて積極的に保護者に発信していくことは、保護

者との間に信頼関係を生みだし、子どもたちの健やかな成長に向けて、とも

に考え行動していくことにつながります。 

 研究会では、平成 20年 7月に市内の保育所・幼稚園・小学校・中学校を抽

出し、その学校の保護者を対象に「家庭教育に関するアンケート調査」を実

施しました。保護者が抱えている課題を分析し、支援の方法、資料をまとめ

ました。是非ご活用ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

情報発信 
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校 
◆ 子どもとの会話や過ごし方 
◆ 心の成長 
◆ いじめ  
◆ 非行・問題行動 
◆ ゲーム・テレビ等に費やす時間と影響 
◆ 携帯電話の利用とマナー 
◆ 子どもの健康と食育 
◆ 友だちとの関係づくり 
◆ 家庭学習について 
◆ 安全について 
◆ 小学校の生活をもっと楽しくするため 
  に 

 

保育所・幼稚園 
◆ Step１ 0歳児の成長の様子 
◆ Step２ 1歳児の成長の様子 
◆ Step３ 2歳児の成長の様子 
◆ Step４ 3歳児の成長の様子 
◆ Step５ 4歳児の成長の様子 
◆ Step６ 5歳児の成長の様子 
◆ Step７ 6歳児の成長の様子 
◆ 子どもの心の育ちを大切に 

＜その１＞ 
◆ 子どもの心の育ちを大切に 

＜その２＞ 

 

中学校 
◆ 親子のコミュニケーション 
◆ 学習と進路について 
◆ 安全な生活（事故・不審者等） 
◆ 携帯電話を中心としたメディアの利用 
◆ 心の成長と家族 
◆ 友人関係 
◆ 言葉遣い 
◆ 食生活 
◆ 部活動 
◆ 思春期の心と身体、異性と性 
◆ 中学校入学生を持つ保護者の皆様へ 


